
1

「
ア
ン
コ
ー
ル
朝
」
と
カ
ン
ボ
ジ
ャ
史

増

山

雄

三

「

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

」

は

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

の

ユ

ネ

ス

コ

世

界

遺

産

ア

ン

コ

ー

ル

遺

跡

の

一

つ

で

、

ク

メ

ー

ル

語

で

は

、

ア

ン

コ

ー

ル

は

「

王

都

」

で

ワ

ッ

ト

は

「

寺

院

」

を

意

味

す

る

が

、

大

伽

藍

と

美

し

い

彫

刻

を

特

徴

に

し

て

、

ク

メ

ー

ル

建

築

の

傑

作

と

さ

れ

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

国

旗

の

中

央

に

も

、

同

国

の

象

徴

と

し

て

描

か

れ

て

い

る

。

九

世

紀

に

初

頭

に

成

立

し

た

、

ク

メ

ー

ル

王

国

の

ア

ン

コ

ー

ル

朝

は

、

ア

ン

コ

ー

ル

周

辺

に

築

城

し

て

い

て

王

都

と

し

て

い

た

が

、

十

二

世

紀

前

半

に

即

位

し

た

ス

ー

リ

ヤ

ヴ

ァ

ル

マ

ン

二

世

は

、

そ

れ

ま

で

の

都

城

に

代

わ

り

、

隣

接

地

に

新

し

い

王

宮

を

建

設

し

て

、

そ

の

南

隣

に

国

家

繁

栄

の

た

め

、

新

し

い

ヒ

ン

ズ

ー

教

の

寺

院

も

建

設

し

た

が

、

こ

れ

が

、

「

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

」

な

の

で

あ

る

。

こ

れ

ま

で

ア

ン

コ

ー

ル

朝

の

主

流

だ

っ

た

、

ヒ

ン
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ズ

ー

教

の

シ

ヴ

ァ

派

に

代

わ

っ

て

、

ス

ー

リ

ア

ヴ

ァ

ル

マ

ン

二

世

が

篤

く

信

心

し

て

い

た

、

ヴ

ィ

シ

ュ

ヌ

派

の

寺

院

と

し

て

、

王

の

在

中

に

膨

大

な

費

用

を

か

け

、

三

十

年

の

歳

月

を

費

や

し

て

建

設

し

た

が

、

一

部

は

、

未

完

成

の

ま

ま

残

さ

れ

て

し

ま

っ

た

。

そ

れ

で

、

ア

ン

コ

ー

ル

朝

末

期

に

は

、

大

規

模

寺

院

の

建

築

が

国

力

を

疲

弊

さ

せ

た

と

い

う

通

説

が

あ

る

が

、

近

年

の

発

掘

で

は

、

大

型

の

窯

跡

が

見

つ

か

る

な

ど

、

一

面

的

な

見

方

で

捉

え

ら

れ

な

い

と

い

う

よ

う

な

、

歴

史

像

が

浮

か

び

あ

が

っ

て

い

る

。

ま

た

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

史

で

は

、

ア

ン

コ

ー

ル

朝

前

後

の

研

究

も

進

ん

で

い

て

、

ポ

ス

ト

ア

ン

コ

ー

ル

期

に

つ

い

て

は

、

日

本

人

町

等

の

調

査

が

行

わ

れ

、

日

本

を

含

む

海

外

と

の

活

発

な

交

易

で

、

一

定

の

国

力

を

蓄

え

た

点

も

、

再

評

価

さ

れ

て

い

る

。

更

に

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

考

古

学

で

は

、

日

本

が

果

た

し

た

役

割

が

大

き

く

、

現

在

で

は

カ

ン

ボ

ジ

ャ

人

の

研

究

者

も

含

め

、

国

際

的

か

つ

学

際

的

な

研

究

で

、

新

た

な

論

点

や

見

方

が

活

発

に

示

さ

れ

て

い

る

。

カ

ン

ボ

ジ

ャ

の

国

旗

に

は

、

一

九

五

三

年

に

フ

ラ
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ン

ス

領

イ

ン

ド

シ

ナ

連

邦

か

ら

独

立

後

、

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

が

描

か

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

、

九

世

紀

以

降

繁

栄

し

た

、

ク

メ

ー

ル

人

国

家

ア

ン

コ

ー

ル

朝

の

、

「

最

高

傑

作

」

と

名

高

く

、

十

二

世

紀

末

に

建

設

さ

れ

た

こ

の

寺

院

は

、

今

も

国

民

文

化

の

象

徴

と

し

て

、

高

く

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

で

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

史

の

研

究

は

、

仏

植

民

地

時

代

の

十

九

世

紀

末

か

ら

蓄

積

が

あ

り

、

内

戦

後

の

復

興

期

に

あ

た

る

九

○

年

代

以

降

は

、

日

本

な

ど

の

海

外

隊

の

調

査

が

活

発

だ

っ

た

が

、

近

年

で

は

カ

ン

ボ

ジ

ャ

人

研

究

者

も

活

躍

し

て

、

ア

ン

コ

ー

朝

前

後

の

、

新

た

な

見

方

や

論

点

が

提

示

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

ア

ン

コ

ー

ル

朝

は

、

イ

ン

ド

シ

ナ

半

島

の

大

部

分

を

版

図

に

し

た

、

ジ

ャ

ヤ

バ

ル

マ

ン

七

世

の

治

世

に

、

大

寺

院

の

建

立

が

相

次

い

で

国

力

が

疲

弊

し

、

十

五

世

紀

に

は

、

タ

イ

の

ア

ユ

タ

ヤ

朝

に

亡

ぼ

さ

れ

た

と

説

明

さ

れ

て

き

た

。

そ

れ

で

も

、

上

智

大

調

査

団

が

、

今

世

紀

に

発

掘

し

た

二

百

八

十

体

の

仏

像

が

、

大

乗

仏

教

を

信

仰

し

た

七

世

の

も

の

で

る

と

分

っ

た

が

、

二

代

後

の

王

が
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ヒ

ン

ズ

ー

教

を

信

仰

し

た

た

め

、

廃

仏

な

ど

の

大

規

模

な

仏

教

弾

圧

が

行

な

わ

れ

た

の

で

、

大

量

の

仏

像

群

が

、

地

下

に

埋

め

ら

れ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

。

そ

れ

で

も

、

八

世

紀

以

降

は

、

上

座

部

仏

教

信

仰

が

民

衆

に

浸

透

し

て

、

奈

良

文

化

財

研

究

所

（

奈

文

研

）

が

調

査

す

る

、

ア

ン

コ

ー

ル

遺

跡

内

の

寺

院

で

は

、

ヒ

ン

ズ

ー

教

か

ら

仏

教

寺

院

に

改

築

さ

れ

た

建

物

で

、

焼

け

た

骨

片

に

金

製

品

や

ガ

ラ

ス

玉

を

奉

納

し

た

、

煉

瓦

の

遺

構

が

確

認

さ

れ

て

い

る

の

は

、

当

時

の

宗

教

活

動

の

実

態

を

示

す

も

の

と

思

わ

れ

る

。

そ

れ

に

つ

い

て

、

早

大

の

田

端

教

授

は

、

「

壮

大

な

儀

式

の

た

め

、

大

規

模

建

築

を

必

要

と

し

た

、

ヒ

ン

ズ

ー

教

や

大

乗

仏

教

か

ら

、

新

た

な

宗

教

に

変

っ

た

こ

と

で

、

大

寺

院

を

必

要

と

し

な

く

な

っ

た

。

王

朝

末

期

に

価

値

観

の

変

化

が

あ

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

」

と

、

そ

の

経

緯

に

つ

い

て

説

明

す

る

。

そ

れ

で

、

末

期

の

遺

跡

で

は

、

黒

褐

釉

が

か

っ

た

「

ク

メ

ー

ル

陶

器

」

を

生

産

し

た

、

巨

大

な

窯

跡

群

の

発

見

も

注

目

さ

れ

る

が

、

田

端

教

授

は

、

寺

院

が

な

く

な

る

時

期

に

、

大

量

の

焼

物

を

作

る

必

要

が

あ
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っ

た

の

か

分

ら

な

い

と

い

う

が

、

こ

の

窯

跡

の

調

査

が

、

新

し

い

歴

史

像

を

描

く

可

能

性

も

あ

る

。

そ

れ

で

も

、

ア

ン

コ

ー

ル

朝

以

前

で

は

、

六

世

紀

以

降

に

栄

え

た

、

ク

メ

ー

ル

人

国

家

で

あ

る

、

真

臘

の

首

都

イ

ー

シ

ャ

ナ

プ

ラ

で

発

掘

さ

れ

た

サ

ン

ポ

ー

ル

・

プ

レ

イ

・

ク

ッ

ク

遺

跡

が

注

目

さ

れ

、

イ

ン

ド

系

と

ク

メ

ー

ル

様

式

の

瓦

が

そ

れ

ぞ

れ

出

土

し

、

イ

ン

ド

の

影

響

や

ア

ン

コ

ー

ル

の

成

立

過

程

を

探

る

点

で

は

、

極

め

て

重

要

な

も

の

で

あ

る

。

そ

の

後

、

ア

ユ

タ

ヤ

朝

の

攻

撃

に

よ

り

、

ア

ン

コ

ー

ル

が

放

棄

さ

れ

、

首

都

が

ス

レ

イ

・

サ

ン

ト

ー

、

プ

ノ

ン

ペ

ン

、

ロ

ン

ベ

ー

ク

、

ウ

ー

ド

ン

と

変

わ

っ

た

、

十

五

世

紀

以

降

の

「

ポ

ス

ト

ア

ン

コ

ー

ル

期

」

の

研

究

が

、

少

し

ず

つ

い

ま

進

ん

で

い

る

。

そ

れ

は

、

ア

ン

コ

ー

ル

朝

末

期

で

の

衰

退

で

、

説

明

さ

れ

る

時

代

だ

が

、

日

本

と

の

交

易

記

録

が

、

江

戸

時

代

に

交

わ

さ

れ

た

書

簡

に

残

さ

れ

て

お

り

、

ま

た

、

オ

ラ

ン

ダ

の

艦

隊

を

退

け

た

と

い

う

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

の

軍

事

力

を

示

す

記

述

も

あ

り

、

そ

の

交

易

の

証

と

し

て

、

那

覇

首

里

城

の

遺

跡

か

ら

、

ク

メ

ー

ル
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陶

器

が

出

土

し

て

い

る

点

も

見

逃

せ

な

い

。

江

戸

時

代

初

期

に

は

、

日

本

人

が

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

を

、

イ

ン

ド

の

「

祇

園

精

舎

」

だ

と

思

い

込

ん

で

、

参

詣

し

た

と

い

う

記

録

も

あ

る

が

、

近

年

、

同

寺

院

か

ら

発

掘

さ

れ

た

仏

像

が

、

ヒ

ン

ズ

ー

教

か

ら

仏

教

に

信

仰

が

変

る

、

過

渡

期

に

迫

る

資

料

で

あ

る

と

さ

れ

、

多

様

な

歴

史

の

謎

を

解

明

す

る

た

め

の

、

今

後

の

詳

細

な

分

析

が

待

た

れ

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

一

九

七

年

代

以

降

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

で

は

、

内

戦

や

ポ

ル

・

ポ

ト

政

権

に

よ

る

知

識

人

弾

圧

で

、

歴

史

研

究

が

中

断

し

た

が

、

日

本

は

カ

ン

ボ

ジ

ャ

の

和

平

以

降

、

ア

ン

コ

ー

ル

遺

跡

を

中

心

と

し

、

同

国

の

文

化

財

の

調

査

や

修

復

に

対

す

る

、

主

導

的

な

役

割

を

果

し

た

の

で

あ

る

。

そ

ん

な

事

も

あ

っ

て

、

現

在

も

、

ア

ン

コ

ー

ル

遺

跡

の

保

存

修

復

会

議

で

は

、

フ

ラ

ン

ス

と

と

も

に

、

共

同

議

長

国

を

務

め

、

上

智

大

が

手

掛

け

て

き

た

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

西

参

道

の

修

復

も

行

な

っ

て

い

る

が

、

さ

ら

に

、

日

本

国

政

府

に

よ

る

、

「

ア

ン

コ

ー

ル

遺

跡

救

済

チ

ー

ム

」

に

よ

る

、

バ

イ

ヨ

ン

寺

院

の
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修

復

な

ど

に

つ

い

て

は

、

そ

れ

に

よ

る

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

人

研

究

者

の

育

成

の

面

で

も

評

価

を

得

て

い

る

。

先

の

田

端

教

授

は

、

「

カ

ン

ボ

ジ

ャ

人

の

研

究

者

と

、

外

国

人

の

研

究

者

と

の

間

で

行

わ

れ

る

共

同

と

協

業

は

、

そ

れ

以

降

に

は

、

カ

ン

ボ

ジ

ャ

考

古

学

に

お

け

る

、

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

と

な

り

つ

つ

あ

る

」

と

い

っ

て

、

そ

れ

に

つ

い

て

の

手

応

え

を

話

す

。

一

方

で

、

日

本

人

町

の

調

査

を

て

が

け

て

い

る

、

奈

文

研

の

佐

藤

主

任

研

究

員

は

、

「

ア

ン

コ

ー

ル

朝

の

、

『

黄

金

時

代

』

を

研

究

し

た

い

人

は

沢

山

い

る

の

で

、

ポ

ス

ト

ア

ン

コ

ー

ル

朝

の

関

心

は

そ

れ

ほ

ど

高

く

な

い

の

だ

」

と

も

い

っ

て

い

る

。

と

は

い

え

、

こ

う

し

た

地

元

で

の

無

関

心

と

い

う

の

は

、

知

ら

ず

知

ら

ず

の

う

ち

に

、

遺

跡

が

破

壊

さ

れ

て

し

ま

う

と

い

う

懸

念

も

あ

る

の

で

、

先

の

田

端

教

授

は

、

「

ア

ン

コ

ー

ル

朝

の

壮

麗

な

寺

院

だ

け

で

な

く

、

窯

跡

な

ど

の

目

立

た

な

い

遺

跡

の

重

要

性

な

ど

も

、

詳

し

く

理

解

し

て

貰

う

事

が

必

要

な

の

だ

ろ

う

」

と

、

今

後

の

施

策

に

期

待

し

て

い

る

。

令

和

四

年

六

月


